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四
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史
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献
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史
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四
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萩
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八
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八
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年
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〇
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明
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書
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、
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〇
一
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夫
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作
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間
書
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、
二
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〇
一
年
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田
彰
子
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成
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の
た
め
に
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和
泉
書
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、
二
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〇
三
年
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竹
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豊
『
堀
河
院
御
時
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首
の
研
究
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、
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四
年
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古
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後
期
和
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の
研
究
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間
書
房
、
二
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〇
五
年
）

中
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文
『
後
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院
時
代
歌
人
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の
研
究
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笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

深
津
睦
夫
『
中
世
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和
歌
集
史
の
構
想
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
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金
任
仲
『
西
行
和
歌
と
仏
教
思
想
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

久
保
木
哲
夫
『
折
の
文
学

平
安
和
歌
文
学
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

久
保
木
英
夫
『
中
古
中
世
散
逸
歌
集
の
研
究
』（
青
簡
舎
、
二
〇
〇
九
年
）

小
峯
和
明
『
中
世
法
会
文
芸
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

阿
部
泰
郎
・
錦
仁
編
『
聖
な
る
声

和
歌
に
ひ
そ
む
力
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

平
野
多
恵
『
明
恵
―
和
歌
と
仏
教
の
相
克
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

栗
山
圭
子

『
中
世
王
家
の
成
立
と
院
政
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）

平
田
英
夫
『
御
裳
濯
河
歌
合
・
宮
河
歌
合

新
注
』（
青
簡
舎
、
二
〇
一
二
年
）

山
田
昭
全
『
山
田
昭
全
著
作
集
３

釈
教
歌
の
展
開
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
年
）

早
川
正
道
「
法
楽
和
歌
の
史
的
展
望
」（
『
東
洋
學
研
究
』
１
、
一
九
三
一
年
十
二
月
）

田
尻
嘉
信
「
述
懐
の
歌
に
つ
い
て
―
「
有
心
」
と
の
関
聨
―
」（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
一
九
六
一
年
五
月
）

11

峯
岸
義
秋
「
歌
合
に
お
け
る
述
懐
の
歌
」（『
平
安
時
代
和
歌
文
学
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
五
年
二
月
）

杉
山
重
行
「
月
詣
和
歌
集
の
考
察
」（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
一
九
六
九
年
六
月
）

24

三
木
紀
人
「
長
明
の
出
発
と
そ
の
後
―
父
の
影
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
国
語
と
国
文
学
』

‐

、
一
九
七

50

4

三
年
四
月
）

三
木
紀
人
「
長
明
伝
の
暗
部
は
さ
ぐ
り
う
る
か
―
恋
愛
体
験
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の

研
究
』

‐

、
一
九
七
七
年
九
月
）

22

11

田
尻
嘉
信
「
久
安
百
首
名
所
考
」『
跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
』

（
一
九
七
九
年
三
月
）

15

内
藤
愛
子
「
堀
河
百
首
題
述
懐
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』

、
一
九
八

26

二
年
十
二
月
）

辻
勝
美
「
鴨
長
明
集
成
立
年
時
考
」（
『
語
文
』

、
一
九
八
三
年
五
月
）

57

安
田
純
生
「
藤
原
顕
輔
の
和
歌
―
『
久
安
百
首
』
の
作
品
に
つ
い
て
―
」（
『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
三
、

風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
）

柳
澤
良
一
「
『
久
安
百
首
』
に
お
け
る
藤
原
俊
成
の
漢
詩
文
摂
取
歌
に
つ
い
て
」（
『
国
語
と
国
文
学
』

-63

、
一
九
八
六
年
十
月
）

10内
田
徹
「
述
懐
歌
の
形
成
」（
『
文
芸
と
批
評
』
６
、
一
九
八
七
年
三
月
）

佐
藤
明
浩
「
「
近
頃
の
歌
」
と
の
類
似
を
め
ぐ
っ
て
―
平
安
後
期
～
鎌
倉
初
期
の
意
識
―
」
（
『
和
歌
史
の

構
想
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

河
合
一
也
「
『
続
詞
花
集
』
旅
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て
」（
『
語
文
』

、
一
九
九
〇
年
三
月
）

76
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田
中
仁
「「
書
き
つ
く
」
の
意
味
―
宇
津
保
物
語
を
主
な
資
料
と
し
て
―
」（
『
言
語
表
現
の
研
究
と
教
育
』

三
省
堂
、
一
九
九
一
年
）

寺
島
恒
世
「
後
鳥
羽
院
『
内
宮
百
首
』
考
―
奉
納
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
日
本
文
芸
思
潮
論
』
桜
楓

社
、
一
九
九
一
年
）

久
保
貴
子
「
山
岸
文
庫
「
菅
原
道
真
家
集
類
」
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
実
践
国
文
学
』

、
一
九
九
一
年

40

九
月
）

青
木
真
知
子
「
神
社
歌
合
と
社
頭
題
歌
（
一
）
」（
『
星
稜
論
苑
』

、
一
九
九
一
年
十
二
月
）

13

久
保
木
寿
子
「
初
期
百
首
と
私
家
集
―
好
忠
百
首
を
中
心
に
―
」（
『
和
歌
文
学
論
集
四

王
朝
私
家
集
の

成
立
と
展
開
』
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
）

小
川
豊
生
「
歌
徳
論
序
説
」（
『
鹿
児
島
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

-

、
一
九
九
二
年
三
月
）

13
1

青
木
真
知
子
「
神
社
歌
合
と
社
頭
題
歌
（
二
）
」（
『
星
稜
論
苑
』

、
一
九
九
二
年
十
二
月
）

15

上
野
順
子
「
『
朗
詠
百
首
』
に
つ
い
て
―
そ
の
成
立
に
関
す
る
試
論
―
」
（
『
中
世
文
学
』

、
一
九
九
三

38

年
六
月
）

菅
野
扶
美
「
天
台
五
時
教
の
今
様
と
『
久
安
百
首
』
俊
成
詠
に
つ
い
て
」（
『
梁
塵

研
究
と
資
料
』

、
14

一
九
九
六
年
十
二
月
）

小
野
泰
央
「
『
大
江
千
里
集
』「
詠
懐
」
部
と
「
添
ふ
る
歌
」
―
そ
の
表
現
と
主
題
に
つ
い
て
―
」（
『
和
歌

文
学
研
究
』

、
一
九
九
八
年
六
月
）

76

京
都
光
華
女
子
大
学
鴨
長
明
集
研
究
会
「
『
鴨
長
明
集
』
全
注
解
稿

」(

一)

～
（
五
）（
『
光
華
日
本
文
学
』

～

、
一
九
九
九
年
八
月
～
二
〇
〇
三
年
十
月
）

7

11

奥
野
充
子
「
『
鴨
長
明
集
』
考
―
題
詠
歌
の
視
点
か
ら
―
」（『
光
華
日
本
文
学
』

、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

8

稲
田
利
徳
「
藤
原
教
長
の
「
貧
道
集
」
と
「
伊
勢
物
語
」
」
（
『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』

、
二

115

〇
〇
〇
年
十
一
月
）

下
郡
剛
「
伝
奏
の
女
房

高
倉
院
政
期
の
性
と
政
」（
『
院
政
期
文
化
論
集
一

権
力
と
文
化
』
森
話
社
、

二
〇
〇
一
年
）

榊
原
照
枝
「
後
鳥
羽
院
の
北
野
信
仰
―
『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
下
巻
頭
の
道
真
歌
群
を
中
心
に
」（
『
語

文
』

、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

109

田
野
慎
二
「
和
歌
を
柱
に
書
き
つ
け
る
と
き
―
「
題
壁
詩
」
の
影
響
と
柱
信
仰
と
に
注
目
し
て
―
」（
『
人

間
研
究
論
輯
』

、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

1

寺
島
恒
世
「
和
す
る
営
み
―
後
鳥
羽
院
『
正
治
初
度
百
首
』
の
改
作
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
平
安
朝
文
学

表
現
の
位
相
』
新
典
社
、
二
〇
〇
二
年
）
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石
川
一
「
「
二
見
浦
百
首
」
作
者
の
再
吟
味
―
『
御
裳
濯
和
歌
集
』『
二
見
浦
百
首
拾
遺
』
の
関
係
を
焦
点

と
し
て
―
」（
『
国
語
国
文
』

‐

、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

71

1

福
留
瑞
美
「
阿
仏
尼
の
天
神
信
仰
―
『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
の
「
え
が
ら
の
宮
の
百
首
」
に
見
る
」

（
『
国
文
学
』

・

、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

83

84

佐
藤
恒
雄
「
御
子
左
家
三
代
の
悲
願
」（
『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』

、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
、

117

浅
田
徹
「
菅
原
道
真
の
新
古
今
入
集
歌
お
ぼ
え
が
き
」（
『
早
稲
田
本
庄
高
等
学
院
国
語
科
論
集
』
創
立
二

十
周
年
記
念
特
別
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

平
藤
幸
「
藤
原
隆
季
像
の
考
察
―
『
玉
葉
』
か
ら
の
照
射
を
軸
に
―
」（
『
軍
記
と
語
り
物
』

、
二
〇
〇

39

三
年
三
月
）

渡
辺
麻
里
子
「
嵋
山
元
賢
の
天
神
信
仰
―
道
明
寺
天
満
宮
蔵
『
瑠
璃
壺
之
詠
歌
百
首
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
黄
檗
文
華
』

、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

122

寺
島
恒
世
「
王
者
の
〈
抒
情
〉
歌
―
後
鳥
羽
院
の
奉
納
三
十
首
歌
の
性
格
」（『
国
語
と
国
文
学
』

‐

、

81

5

二
〇
〇
四
年
五
月
）

田
渕
句
美
子
「
敗
者
た
ち
の
風
景
―
勅
撰
集
を
中
心
に
―
」（
『
中
世
文
学
』

、
二
〇
〇
四
年
六
月
）

49

浅
田
徹
「
書
く
こ
と
の
呪
術
」（
『
和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

小
川
豊
生
「
和
歌
と
帝
王
―
述
懐
論
序
説
あ
る
い
は
抒
情
の
政
治
学
へ
向
け
て
―
」
（
『
和
歌
の
力
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

平
田
英
夫
「
円
位
聖
と
両
宮
歌
合
―
世
の
は
じ
ま
り
を
思
う
詩
想
」（
『
文
学
』

‐

、
二
〇
〇
五
年
七

6

4

月
）

芦
田
耕
一
「
藤
原
清
輔
詠
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
摂
取
」（
『
島
大
言
語
文
化
』

、
二
〇
〇
五
年
九

19

月
）

加
藤
睦
「
藤
原
定
家
「
二
見
浦
百
首
」
覚
書
」（
『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』

、
二
〇
〇
五
年

5

十
一
月
）

佐
々
木
孝
浩
「
後
鳥
羽
院
と
恋
歌
―
和
歌
と
信
仰
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
明
月
記
研
究
』

、
二
〇

10

〇
五
年
十
二
月
）

谷
知
子
「
後
鳥
羽
院
と
元
久
元
年
十
一
月
十
日
「
春
日
社
歌
合
」
―
和
歌
所
で
神
社
奉
納
歌
合
を
催
す
と

い
う
こ
と
―
」（
『
明
月
記
研
究
』

、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

10

飯
塚
ひ
ろ
み
・
三
浦
喜
子
・
吉
海
直
人
「
道
真
仮
託
歌
集
『
菅
家
御
集
』
の
翻
刻
と
紹
介
」（
『
同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』

、
二
〇
〇
六
年
六
月
）

18

中
村
文
「
藤
原
隆
信
の
二
見
浦
百
首
詠
」（
『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要

人
間
学
部
篇
』

、
二
〇
〇
六
年
十

6
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二
月
）

久
冨
木
原
玲
「
平
安
和
歌
に
お
け
る
神
と
仏
―
袋
草
紙
「
希
代
の
歌
」
を
手
が
か
り
に
―
」（
『
王
朝
運
学

と
仏
教
・
神
道
・
陰
陽
道
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
七
年
）

石
川
一
「
慈
円
諸
社
法
楽
百
首
群
の
「
基
底
」
―
愚
管
抄
・
自
筆
願
文
・
拾
玉
集
な
ど
の
整
理
を
通
し
て
」

（
『
県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
国
際
文
化
学
科
紀
要
』

、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

2

細
川
知
佐
子
「
俊
成
の
『
久
安
百
首
』「
春
」
と
「
秋
」
の
歌
材
と
構
成
―
顕
輔
と
の
比
較
を
中
心
に
―
」

『
国
語
国
文
』

-

（
二
〇
〇
七
年
十
月
）

76
10

安
井
重
雄
「
道
因
勧
進
『
住
吉
社
歌
合
』
『
広
田
社
歌
合
』
の
詠
歌
の
性
格
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
95

二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

飯
塚
ひ
ろ
み
・
芝
万
智
・
吉
海
直
人
「
道
真
仮
託
歌
集
『
聖
廟
御
詠
』
の
翻
刻
と
紹
介
」（
『
同
志
社
女
子

大
学
日
本
語
日
本
文
学
』

、
二
〇
〇
八
年
六
月
）

20

久
保
木
哲
夫
「
『
頼
輔
集
』
考
―
寿
永
百
首
家
集
と
『
月
詣
和
歌
集
』
―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二

97

〇
〇
八
年
十
二
月
）

安
井
重
雄
「
嘉
応
二
年
住
吉
社
歌
合
判
詞
考
」（
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書

中
世
の
文
学
と
思

24

想
』
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）

安
井
重
雄
「
道
因
勧
進
『
住
吉
社
歌
合
』
『
広
田
社
歌
合
』
の
奉
納
と
位
署
と
俊
成
」（
『
国
語
国
文
』

-78

、
二
〇
〇
九
年
七
月
）

7佐
藤
道
生
「
平
安
時
代
の
詩
序
に
関
す
る
覚
書
」（
『
平
安
文
学
史
論
考
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

近
藤
み
ゆ
き
「
相
模
集
所
載
「
走
湯
権
現
奉
納
百
首
」
試
論
―
誰
が
「
権
現
返
歌
百
首
」
を
詠
じ
た
か
―
」

（
『
国
文
目
白
』

、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

49

佐
藤
明
浩
「
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
編
纂
に
つ
い
て
」（
『
日
本
古
典
文
学
研
究
の
新
展
開
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
）

佐
藤
明
浩
「
『
久
安
百
首
』
部
類
本
考
―
配
列
構
成
に
つ
い
て
―
」（
『
文
科
の
継
承
と
展
開
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
一
年
）

佐
藤
弘
夫
「
中
世
に
お
け
る
神
概
念
の
変
容
」（
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一

年
）

拙
稿
「
藤
原
隆
季
の
和
歌
と
詩
文
摂
取
」（
中
世
の
文
学
『
校
訂
中
院
本
平
家
物
語
（
下
）』
附
録

、
三

38

弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

錦
仁
「
和
歌
は
な
ぜ
〈
声
〉
な
の
か
―
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
」（
『
聖
な
る
声

和
歌
に
ひ
そ
む

力
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
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安
井
重
雄
「
社
頭
歌
合
の
課
題
構
成
と
位
署
」（
『
典
籍
と
資
料
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

佐
藤
明
浩
「
御
裳
濯
河
歌
合
の
構
成
と
俊
成
入
道
の
判
」（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』

‐

、
二
〇
一

76

11

一
年
三
月
）

平
成
二
十
一
年
度

皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
社
奉
納
和
歌
研
究
の
現
在
」

（
『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
二
七
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

高
橋
秀
城
「
参
詣
と
和
歌
」（
『
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）

浅
田
徹
「
後
鳥
羽
院
と
神
―
新
古
今
集
に
託
さ
れ
た
も
の
―
」（
『
国
学
院
雑
誌
』

‐

、
二
〇
一
三
年

114

8

八
月
）

石
川
一
「
西
行
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
の
考
察
：
『
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
歌
合
』
所
収
歌
の
分
析
を
通
し

て
」（
『
国
語
国
文
』

‐

、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）

82

11
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（
５
）
論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
「
百
首
和
歌
」
と
呼
ば
れ
る
詠
作
形
態
が
持
つ
特
徴
の
解
明
を
目
的
と
す
る
。
百
首
和
歌
と

は
、
百
首
を
一
単
位
と
し
て
詠
む
和
歌
の
詠
作
形
態
の
こ
と
で
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
年
）
成
立
の
『
好

忠
百
首
』
に
始
ま
り
、
十
二
世
紀
初
頭
の
『
堀
河
百
首
』
を
画
期
と
し
て
、
中
世
、
公
的
な
場
で
和
歌
を

詠
進
す
る
際
の
最
も
重
要
な
形
態
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
個
々
の
作
品
に
即
し
た
考

察
が
進
展
し
、
特
に
『
堀
河
百
首
』
や
、
新
古
今
時
代
の
後
鳥
羽
院
や
定
家
、
慈
円
ら
の
百
首
和
歌
な
ど

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
百
首
和
歌
と
い
う
詠
作
形
態
自
体
が
も
つ
特
質
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
統
一

的
な
見
解
が
成
立
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
百
首
和
歌
と
い
う
詠

作
形
態
が
い
か
な
る
条
件
を
詠
者
に
課
す
も
の
な
の
か
、
ま
た
詠
者
の
創
造
力
を
ど
の
よ
う
に
刺
激
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
個
々
の
作
品
の
分
析
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
具
体
的
に
は
、
中

世
百
首
和
歌
に
お
い
て
最
も
重
要
な
詠
作
契
機
で
あ
る
「
応
制
」
と
「
奉
納
」
の
両
面
か
ら
百
首
和
歌
の

特
質
を
見
出
だ
そ
う
と
し
た
。

第
一
編
は
応
制
百
首
に
関
す
る
論
考
か
ら
成
る
。
応
制
と
は
天
皇
や
上
皇
の
命
令
に
よ
る
詩
歌
の
詠
進

の
こ
と
で
、
堀
河
天
皇
の
下
命
と
さ
れ
た
『
堀
河
百
首
』
以
来
、
百
首
和
歌
の
重
要
な
詠
作
契
機
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
本
論
文
で
と
り
あ
げ
る
『
久
安
百
首
』
は
崇
徳
院
の
命
令
に
よ
り
、
久
安
六
年
（
一
一
五

〇
年
）
に
お
お
よ
そ
の
完
成
を
み
た
応
制
百
首
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
久
安
百
首
』
は
『
堀
河
百
首
』
の

影
響
下
に
あ
る
作
品
と
し
て
、
俊
成
の
詠
作
を
除
け
ば
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
後
の
中
世
和
歌
の
好
尚
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
内
容
を
持
つ
こ
と
が
考
察
に
よ
り
明
ら
か

と
な
っ
た
。

第
一
節
で
は
『
久
安
百
首
』
の
羇
旅
部
に
つ
い
て
考
察
し
、
従
来
の
題
詠
で
は
主
題
と
な
り
得
な
か
っ

た
「
旅
」
を
主
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
、
旅
宿
詠
が
中
心
で
あ
っ
た
『
堀
河
百
首
』
の
「
旅
」
題
詠

に
比
べ
、
多
様
な
旅
の
様
相
を
描
く
こ
と
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
題
詠
の
羇

旅
歌
の
転
換
点
と
な
る
作
品
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
転
換
が
『
千
載
集
』
以
降
の
羇
旅
部

の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節
で
は
『
久
安
百
首
』
雑
部
の
「
短
歌
」
に
着
目
し
、
不
遇
沈
淪
を
訴
嘆
す
る
『
堀
河
百
首
』
の

「
述
懐
」
題
詠
に
く
ら
べ
多
様
な
「
述
懐
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
主
催
者
で
あ
る
崇
徳
院
を
寿
ぎ
、
百
首

作
者
に
加
え
ら
れ
た
喜
び
や
謙
辞
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
短
歌
」
の
内
容
は
、『
古

今
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
短
歌
」
や
詩
序
の
「
述
懐
」
の
方
法
に
近
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
久

安
百
首
』
で
は
「
短
歌
」
部
だ
け
で
な
く
百
首
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
不
遇
沈
淪
の
嘆
き
と
主
催
者
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へ
の
慶
賀
等
の
配
置
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
『
久
安
百
首
』
に
お
け
る

「
短
歌
」
部
設
定
は
臣
下
の
嘆
き
を
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
崇
徳
院
の
意
志
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
志
向
は
臣
下
の
訴
嘆
を
受
け
止
め
た
堀
河
天
皇
の
姿
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
通
し

を
述
べ
た
。

第
二
章
で
は
、
『
久
安
百
首
』
歌
人
で
あ
る
二
人
の
廷
臣
に
着
目
し
、
応
制
百
首
の
周
辺
で
行
わ
れ
た

和
歌
活
動
か
ら
応
制
百
首
の
役
割
を
逆
照
射
し
よ
う
と
試
み
た
。

第
一
節
で
は
崇
徳
院
の
近
臣
で
あ
っ
た
教
長
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て
、
保
元
の
乱
後
の
配
流
に
よ
り
教
長

の
羇
旅
歌
の
主
題
が
風
雅
な
も
の
か
ら
辛
苦
を
詠
ず
る
も
の
に
一
変
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
教
長
の
辛
苦

の
羇
旅
歌
が
そ
の
後
の
題
詠
の
旅
歌
の
詠
法
に
影
響
を
与
え
、
『
久
安
百
首
』
で
芽
生
え
た
題
詠
の
羇
旅

歌
の
進
展
を
後
押
し
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
節
で
は
藤
原
隆
季
の
若
年
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
和
歌
活
動
を
概
観
し
、
平
安
時
代
末
期
の
官
人
に

と
っ
て
の
詠
歌
の
意
義
を
考
察
し
た
。
従
来
、
風
雅
へ
の
志
向
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
隆

季
に
と
っ
て
の
和
歌
が
立
身
出
世
（
特
に
兄
弟
間
で
の
競
争
や
子
息
の
教
育
）
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
を
、
隆
季
の
伝
記
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
編
は
寺
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
奉
納
百
首
」
に
関
す
る
論
考
か
ら
成
る
。

第
一
章
第
一
節
で
は
、
従
来
用
語
も
定
義
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
「
奉
納
和
歌
」
に
つ
い
て
、
「
法

楽
」
を
含
め
た
広
義
「
奉
納
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
平
安
期
の
和
歌
か
ら
「
奉
納
」
と
呼
び
得
る
事

例
を
収
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
寺
社
に
歌
集
や
歌
合
、
定
数
歌
を
納
め
る
だ
け
が
「
奉
納
」
な
の
で
は
な

く
、
奉
納
物
や
聖
域
内
の
物
に
和
歌
を
書
き
つ
け
る
行
為
や
参
詣
途
上
で
詠
ま
れ
る
和
歌
も
「
奉
納
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
、
書
記
さ
れ
た
物
だ
け
で
な
く
時
に
は
「
声
」
や
心
中
の
詠
も
ま
た
「
奉

納
」
と
成
り
得
る
（
時
に
は
「
書
く
」
こ
と
よ
り
も
重
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
）
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
な
奉
納
和
歌
の
史
的
展
開
を
お
さ
え
る
こ
と
で
、
個
人
の
寺
社
奉
納
和
歌
や
貴
顕
の
参
拝

に
付
随
す
る
大
規
模
歌
会
が
、
従
来
の
奉
納
和
歌
史
の
空
白
部
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
人
々
が
神
仏
に
和
歌
を
奉
納
す
る
の
に
応
じ
る
よ
う
に
、
神
仏
か
ら
人
々
へ
の
和
歌
も
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
述
の
背
後
に
は
、
奉
納
和
歌
が
本
当
に
受
納
さ
れ
る
の

か
と
い
う
人
々
の
懐
疑
が
あ
り
、
そ
の
懐
疑
の
払
拭
の
た
め
、
そ
し
て
奉
納
の
実
効
性
を
保
証
す
る
た
め

に
、
神
仏
の
応
答
が
必
要
と
さ
れ
だ
す
の
だ
と
結
論
づ
け
た
。

第
二
節
・
第
三
節
で
は
、
奉
納
百
首
の
始
発
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
寿
永
百
首
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

『
寿
永
百
首
』
が
賀
茂
社
奉
納
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
百
首
ら
し

か
ら
ぬ
構
成
か
ら
従
来
の
研
究
で
は
私
家
集
と
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
奉
納
と
い
う
観
点
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か
ら
再
度
見
直
し
て
み
る
と
、
通
常
の
家
集
に
は
見
ら
れ
な
い
贈
答
歌
の
選
択
や
和
歌
の
排
列
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
『
経
盛
集
』
で
は
、
経
盛
自
身
の
詠
歌
の
力
量
が
最
も
引

き
立
つ
よ
う
に
他
人
詠
が
配
置
さ
れ
、
奉
納
意
図
―
―
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
平
家
一
門
の
救
済
―

―
に
即
し
た
排
列
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
第
三
節
の
『
長
明
集
』
に
関
す
る
考
察
で
は
、
従
来
長
明
の
「
ひ

弱
さ
」
が
露
呈
し
た
述
懐
歌
と
そ
れ
を
窘
め
る
年
長
者
・
鴨
輔
光
の
返
歌
と
解
さ
れ
て
き
た
贈
答
歌
を
、

奉
納
と
い
う
意
図
か
ら
読
み
解
き
直
し
、
述
懐
歌
群
の
中
に
他
人
詠
（
鴨
輔
光
の
歌
）
を
巧
み
に
配
す
る

こ
と
で
長
明
の
願
望
が
高
望
み
な
ど
で
は
な
く
同
じ
一
族
の
人
間
か
ら
も
承
認
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
を
賀
茂
の
神
に
訴
え
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
「
天
神
仮
託
歌
集
」
と
よ
ば
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
従
来
の
奉
納
和
歌
で
は
人
々
が

神
に
奉
る
歌
だ
け
を
「
奉
納
」
と
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
、
第
二
編
第
一
章
第
一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、

人
々
の
奉
納
和
歌
と
対
応
す
る
よ
う
に
神
仏
か
ら
の
詠
歌
が
存
在
し
た
。
応
制
和
歌
で
帝
と
臣
下
の
歌
が

対
に
な
る
よ
う
に
、
奉
納
歌
と
神
仏
の
託
宣
歌
も
ま
た
対
に
な
る
。
奉
納
歌
と
託
宣
歌
の
双
方
を
見
る
こ

と
で
奉
納
和
歌
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
第
二
章
で
は
、
最
も
人
々
に
親
し
ま
れ
、

多
く
の
仮
託
和
歌
を
残
す
「
天
神
」
に
着
目
し
、
作
者
を
天
神
に
仮
託
す
る
「
天
神
仮
託
歌
集
」
が
ど
の

よ
う
に
生
み
出
さ
れ
、
生
成
の
背
後
に
人
々
の
ど
の
よ
う
な
信
仰
が
存
す
る
の
か
を
考
察
し
た
。

第
一
節
で
は
「
天
神
仮
託
歌
集
」
の
う
ち
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
年
）
神
託
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
と

い
う
伝
承
を
持
つ
百
首
「
貞
治
元
年
神
託
百
首
」
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
検
討
し
た
。
「
貞
治
元
年
神
託

百
首
」
に
は
形
成
の
核
と
な
る
よ
う
な
史
実
や
和
歌
が
存
し
、
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
本
来
は

北
野
社
等
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌
が
天
神
の
百
首
へ
と
変
形
・
再
構
築
さ
れ
た
も
の
だ
と
結
論
づ
け
た
。
そ

し
て
そ
の
よ
う
な
和
歌
が
創
造
さ
れ
る
背
後
に
は
、
神
仏
へ
の
贈
歌
で
あ
る
奉
納
和
歌
に
対
し
、
神
仏
の

応
答
の
和
歌
が
希
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
「
天

神
仮
託
歌
集
」
の
由
来
は
明
ら
か
で
な
く
、
内
容
も
い
か
が
わ
し
い
も
の
と
し
て
和
歌
研
究
の
対
象
と
は

み
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
平
安
末
期
か
ら
盛
ん
に
な
る
天
神
信
仰
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
今
後
検

討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

第
二
節
で
は
、
第
一
節
で
と
り
あ
げ
た
「
貞
治
元
年
神
託
百
首
」
の
最
善
本
と
考
え
ら
れ
る
実
践
女
子

大
学
山
岸
文
庫
所
蔵
の
『
天
神
百
詠
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
書
誌
や
他
本
と
の
比
較
状
況
を
記
し
、
百
首

和
歌
発
見
譚
を
備
え
る
最
善
本
と
呼
び
得
る
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
全
文
の
翻
刻
を
附
載
し
た
。

百
首
和
歌
と
い
う
詠
作
形
態
は
応
制
百
首
に
し
ろ
奉
納
百
首
に
し
ろ
、
通
常
の
和
歌
と
は
異
な
る
、
や

や
改
ま
っ
た
詠
歌
形
態
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
首
一
首
の
和
歌
を
ど
の
よ
う
に
詠
む

か
と
い
う
「
詠
者
」
と
し
て
の
配
慮
だ
け
で
は
な
く
、
百
首
の
和
歌
を
ど
の
よ
う
に
配
す
る
か
と
い
う
「
編
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者
」
と
し
て
の
力
量
も
問
わ
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
詠
者
」
と
「
編
者
」
の
立
場
が
交
錯

す
る
こ
と
で
羇
旅
歌
の
よ
う
な
新
た
な
題
詠
の
表
現
の
方
向
性
が
見
出
だ
さ
れ
、
「
短
歌
」
を
初
め
と
す

る
述
懐
の
方
法
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
応
制
百
首
と
奉
納
百
首
、
仮
託
百
首
を
総
合
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
位
者
（
帝
や
神
）
と
下
位
者
（
廷
臣
や
人
）
の
関
係
が
下
位
者
か
ら
上
位

者
へ
の
訴
嘆
と
い
う
一
方
通
行
な
も
の
で
は
な
く
、
和
歌
を
通
し
て
上
位
者
も
ま
た
下
位
者
に
呼
び
か
け

求
心
力
を
生
み
だ
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
上
位
者
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
よ
う
に
下
位
者

も
さ
ら
に
和
歌
を
奉
献
す
る
と
い
う
双
方
向
の
交
流
が
確
認
で
き
た
。
と
り
わ
け
崇
徳
院
の
『
久
安
百
首
』

は
〈
帝
〉
が
廷
臣
に
和
歌
で
ど
う
応
じ
る
か
と
い
う
問
題
を
生
み
出
し
た
。
『
寿
永
百
首
』
生
成
の
基
盤

と
な
っ
て
い
た
の
は
賀
茂
神
の
奇
瑞
と
所
願
成
就
を
約
束
す
る
宣
誓
歌
で
あ
っ
た
。
「
天
神
仮
託
百
首
」

は
、
人
々
の
天
神
信
仰
に
応
じ
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
和
歌
を
詠
ま
な
く
と
も
天
神
の
和
歌
を
信
奉

す
れ
ば
神
の
加
護
が
あ
る
と
約
束
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
さ
ら
な
る
信
仰
を
か
き
立
て
る
役
割
を
も
っ
て

い
た
。

応
制
百
首
も
奉
納
百
首
も
下
位
者
が
上
位
者
へ
と
奉
る
も
の
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
上
位
者
と
下
位
者

が
相
互
に
和
歌
を
以
て
交
流
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
相
互
に
和
歌
で
〈
応
じ
る
〉
関
係
こ
そ
が
中
世
百

首
和
歌
を
最
も
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。


